
















































すぐに分かりますように， IBMとAppleが他を引き離して 10 %以上の市場占有率を











Packard社の 1BM-PC機を購入しました.コンビュータ本体 VectraRS/20(80386 






含む)にカラーディスプレイと数値演算プロセッサを付けて約 30 0 0カナダドル
(約 30万円! !)で購入したそうです.
次にカナダ・アメリカでのパソコンの利用目的ですが， 日本と同様，ワープロ，
実験・研究用のプログラミング，通信などに利用されています. 1 BM-PC機では主に
MS-DOSがオペレーティング・システムとして使われています.ありがたいことに日
本でも今は殆どのパソコンでMS-DOSが使用されているため，アスキー形式のファイ
ルならば(当たり前ですが)NECのPC98シリーズや富士通のFMシリーズでも読み
書きが可能です.私自身も， 4年間のカナダ滞在中に収集したデータをアスキーフ
ァイルの形で持ち帰ってきました(PC-9801でそれらのファイルが読めた時には変に
感動してしまいました).アメリカ・カナダのソフトウェアは，他の輸入品と同じ
く，向こうで流行ればすぐにその日本語版が手に入りますので， とりたててここで
付け加えることはないと思います.通信に関して特筆すべき事は電子メールとコン
ビュータネットワークの普及です.アメリカ・カナダの研究者と交流する機会が多
い方は御存知だと思いますが，向こうの郵便局は余り当てになりません.配達に時
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聞がかかりますし，大規模なストライキも多く，郵便物が紛失する確率も高いよう
です.民間の配達サービス(し、わゆるcourier)もありますが，高価なことが難
点です.そこでカナダ・アメリカの研究者は研究や論文などの簡単な打ち合せには
電子メールを使うことが多くなってきました.彼らの殆どが自分の部屋にパソコン
を持っているため，モデムを通して各大学の情報処理センターと接続し，そこから
電子メールの送受信を行なっています.最近では，論文の抜刷の請求や学会の通信
にも電子メールが公式の手紙と併用されています.私もほぼ l日おきにカナダ時代
の私の指導教官と電子メールで“話"をしています.彼から最近送られてきたメー
ルによれば，彼の所属する学部(心理学部)にLANが導入され，学部内での情報
交換をパソコンを通して行なうことが出来るようになったそうです.
以上ユーザーの観点からカナダ(とアメリカ)のパソコン事情について簡単に述
べてきましたが，どなたかにより専門的な見地から日本とアメリカ・カナダのパソ
コンの相違についてお話をして頂きたいと思います.
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